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【 2】
問 １

⑴
配賦率 円/時

製品Ｂに配賦される金額 円

⑵ 製品Ｃに配賦される金額 円

問 2

⑴ 千円

⑵ ％

問 3

⑴
最適セールス・ミックス

A製品 個

Ｂ製品 個

営業利益 円

⑵

１ セットあたりの貢献利益額 円

損益分岐点販売量
A製品 個

Ｂ製品 個

（2024年12月8日実施）
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【 3】

⑴　見積貸借対照表に計上する現金 円

⑵　見積貸借対照表に計上する売掛金 円

⑶　見積貸借対照表に計上する材料 円

⑷　見積貸借対照表に計上する支払手形 円

⑸　見積損益計算書に計上する売上高 円

⑹　見積損益計算書に計上する売上総利益 円

⑺　見積損益計算書に計上する販売費及び一般管理費 円

  2, 855, 000

  5, 768, 000

  4, 020, 000

  2, １60, 000

１03, 500, 000

 34, 680, 000

 32, 9１4, 000
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【 4】
　直接標準原価計算による損益計算書　 （単位：円）

Ⅰ　売　　上　　高 （ ）

Ⅱ　標準変動売上原価

月初製品棚卸高 （ ）

当月完成品製造原価 （ ）

　合　計 （ ）

月末製品棚卸高 （ ） （ ）

　標準変動製造マージン （ ）

Ⅲ　標準変動販売費 （ ）

　標準貢献利益 （ ）

Ⅳ　変動原価差異

価格差異 （ ）

数量差異 （ ）

賃率差異 （ ）

作業時間差異 （ ）

予算差異 （ ）

能率差異 （ ）

変動販売費差異 （ ） （ ）

　実際貢献利益 （ ）

Ⅴ　固定費予算額

固定製造間接費 （ ）

固定販売費及び一般管理費 （ ） （ ）

Ⅵ　固定原価差異

固定製造間接費差異 （ ）

固定販売費及び一般管理費差異 （ ） （ ）

　営業利益 （ ）

１6, 500, 000

2, 280, 000

7, 600, 000

9, 880, 000

１, 520, 000 8, 360, 000

8, １40, 000

330, 000

7, 8１0, 000

△ 58, 600

△ 96, 000

△ 77, 800

2１, 000

△ 38, 900

9, 000

△ １0, 000 △ 25１, 300

7, 558, 700

１, 500, 000

660, 000 2, １60, 000

△ １00, 000

△ １0, 000 △ １１0, 000

5, 288, 700



【 5】
問 １

　⑴　Ａ案を採用した場合の機会原価　　　　　　　　　 億円

　⑵　最大の利益をもたらす案とその場合の機会原価　　 案 億円

問 2

　⑴　購入したほうが　 円 　だけ（　有利　・　不利　）である。

　⑵　購入価格が　 円/個 　未満であれば，購入に切り替えるべきである。

問 3

　⑴　新規注文を引き受ける前の操業稼働率　　　　　　 ％

　⑵　新規注文を引き受ける前の営業利益　　　　　　　 円

　⑶　新規注文を引き受けたほうが，

　　　　 円 　だけ（　有利　・　不利　）である。

　⑷　既存の顧客に対して，販売価格を 6, 700 円に引き下げて新規注文を引き受けたほうが，

　　　　 円 　だけ（　有利　・　不利　）である。

　⑸　既存の顧客に対して，販売価格を 6, 600 円に引き下げて新規注文を引き受けたほうが，

　　　　 円 　だけ（　有利　・　不利　）である。

2024. １6. 管会－⑫
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